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はじめに
富山大学附属病院での臨床実習を終え、形成外科につい
て学びたいと思っていた自分にとって、今回の韓国忠南大
学における交換留学制度はまたとない絶好の機会であっ
た。また、この留学制度に参加したもう一つの理由は、自
分たちと同じように医師を目指す学生に対して、韓国の大
学ではどのような学生の教育システムを整えているのか興
味を持ったからである。まずはこのようなチャンスを与え
て下さった、廣川先生を初め、富山大学の教職員の方々、
忠南大学の先生方々、多くの人に感謝を述べたい。
忠南大学にて臨床実習を行った科は、形成外科２週間と救急科２週間である。
形成外科
忠南大学は国公立大学の附属病院と言えど、受け持つ疾
患は様々で、１時間で終わる鼻骨の外傷骨折の再建から８
時間を超えるフェイスリフトアップ手術や乳房再建術ま
で、二人の教授でこなす。中でももっと多かった手術は鼻
骨骨折に対する手術で、何度か自分も術野入り助手をさせ
てもらったが、実際に手術を目の当たりにして、先生方が
簡単にやってのけるような手術でも、予想以上に繊細で力
のいる手技が多いのだなと感じた。
手術室の様子は日本（富山大学附属病院）でのそれとは
違い、オペ室は常時開放、手術用ガウンは布性でディス
ポーザブルではなく、また昼食は手術室用のスクラブを着用したま
ま専用の食堂でとるため、清潔操作に関しては日本の方が厳格であ
ると感じた。何より驚いたのは、各手術室にはファミリーレストラ
ンにあるようなチャイムが設置してあり、人手が必要となった時に
は、まるで店員を呼ぶかのごとくそのチャイムを鳴す。面白 いシ
ステムだと感心した。
形成外科では一日だけ、開業医見学をさせてもらう機会があっ
た。韓国では一般外科の医師も美容形成術を行っても良いため、そ
のような競争の激しい環境で、形成外科として開業することの大変
さ、また形成外科としての質の高さを実感した。
救急科
この病院では毎日１００人以上の患者さんが搬入され、１次から３次救急まで請け負う。従って、重篤な患
者さんも多く、期間中に２例ほど膜型人工肺（extracorporeal membrane oxygenation: ECMO）を適応す
る症例を見ることができた。ここでは first touch はレジデントが行い、その指示に従ってインターンが手
技を行い、学生はその手伝いをするというシステムで、学生が手技をすることに関して大変厳しい状況であ
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るようだった。一緒に実習した韓国の学生さんに、「この患者さんはどこが
都合悪いのですか？」と聞いても、知らない、という答えが多く、ここでは
数多くの手技、疾患を見ることができるが、
一方で個々に対しての対応を学ぶのが難しい
状況にあると感じた。また特に、救急科に於
いて学生の立場というのは大変異質なもの
で、学生はネクタイ、名札を外し、先生方と
区別がつかないように振る舞わらなければな
らない。従って、自分は手技を手伝わせても
らうためには学生であることはもちろん、留
学生であることも患者さんにはできるだけ知
られないように振る舞わなければならず、大変苦労したが、逆に韓国語を習
得しなければならないよう自分を追い込む良い機会であった。
学生教育
韓国の医学教育は４年間一般の大学に通った後、医科学校に
４年通って医師国家試験を受け、その後研修（インターン１
年、レジデント４年）を行った後、専門医試験を受けるシステ
ムを導入している。韓国では教育熱心で受験が厳しいのは周知
の事実であると思うが、多くの学生は一般の大学に４年間通う
間、少なくとも３ヶ月はアメリカやイギリスなど英語圏の国に
留学している。そのため英語力が非常に高く、さらには日本語
を話すことのできる学生も幾人かおり、日本の学生との語学に
対する意識の違いを改めて実感させられた。さらに大学での授
業や教科書は、一部英語で行っているようで、仮に英会話が苦
手な学生でも、医学に関する英会話となるとハイレベルであっ
た。（おそらくハングル語が表音文字であるため、翻訳するより原書で読んだ方が楽、ということも関係し
ていると考察する。）
学生はネクタイ、白衣着用義務であり、先生、先輩を見たら仮に知らなくても会釈しなければならない。
このように年長者を敬う姿は儒教の道徳が浸透している証拠である。
最後に
形成外科について学び、救急科では、ECMO、災害学会の参加
など日本では決してえら得ないような濃密な経験をこの４週間です
ることができた。韓国語もろくに理解できず、医学的知識も乏しい
まま、この学生という守られた環境の中ではあるが、韓国の学生と
ともに学び、良い刺激を得られたこと、この実習を通して韓国の文
化に触れることができたことなど、この時期にこのような経験がで
きたのは大変貴重であると思っている。
忠南大学のある先生との会話の中で、「将来１０年後２０年後、自分
たちはどうなっているかわからし、迷いもあるだろうが、今は今な
りの vision を持ち、その目標に向かって進むことは大切なこと
だ、」という言葉は、これから医師として働こうとする自分にとっ
て大変印象深い一言であった。
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